
(57)【要約】

【課題】　生体情報信号を無線送信する際の消費電力を

低減すること。

【解決手段】　心拍検出回路１０２は電極１０１からの

心拍信号を増幅し心臓の拍動に同期して所定時間幅の生

体検出信号Ａを出力する。電圧比較器１０６、パルス計

数回路１０７及び制御信号生成回路１０３は、生体検出

信号Ａが出力されている間、アンテナ駆動回路１０４が

アンテナ回路１０５を駆動する駆動信号の信号レベルが

下降しているときに、アンテナ回路１０５を駆動するよ

うにアンテナ駆動回路１０４を制御する。アンテナ駆動

回路１０４は、前記制御に応答して、アンテナ回路１０

５のアンテナ用コイルＬ及びコンデンサＣから成る共振

回路を励起する。アンテナコイルＬからは心拍信号に対

応するバースト信号形式の生体情報信号が無線出力され

、これにより、無線送信を行う際の消費電力が低減され

る。

【選択図】　図１

JP 2007-190131 A 2007.8.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 信 号 を 検 出 し て 対 応 す る 生 体 検 出 信 号 を 出 力 す る 生 体 信 号 検 出 手 段 と 、 ア ン テ ナ 回
路 を 駆 動 信 号 に よ っ て 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、 前 記 駆 動 手 段 に よ る 駆 動 に よ っ て 前 記 生 体 検
出 信 号 に 対 応 す る 生 体 情 報 信 号 を 無 線 出 力 す る 前 記 ア ン テ ナ 回 路 と 、 前 記 駆 動 手 段 が 前 記
ア ン テ ナ 回 路 を 駆 動 す る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有 す る 生 体 情 報 送 信 機 に お い て 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル が 下 降 し て い る と き に 前 記 ア ン テ ナ 回 路 を
駆 動 す る よ う に 前 記 駆 動 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 送 信 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 駆 動 信 号 と 所 定 基 準 レ ベ ル と を 比 較 し て 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ
ル に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 電 圧 比 較 器 と 、 前 記 電 圧 比 較 器 の 出 力 信 号 を 所 定 分 周 比 で 分 周
す る 分 周 手 段 と 、 前 記 分 周 手 段 の 出 力 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 駆 動 手 段 が 前 記 駆 動 信 号 を 出
力 す る よ う に 制 御 す る た め の 制 御 信 号 を 出 力 す る 制 御 信 号 生 成 回 路 を 備 え て 成 り 、
　 前 記 制 御 信 号 生 成 回 路 は 、 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル が 下 降 し て い る と き に 前 記 制 御 信
号 を 前 記 駆 動 手 段 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 生 体 情 報 送 信 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 生 体 信 号 検 出 手 段 は 、 前 記 生 体 信 号 を 検 出 し て 所 定 時 間 幅 の 生 体 検 出 信 号 を 出 力 し
、
　 前 記 制 御 信 号 生 成 回 路 は 、 前 記 生 体 検 出 信 号 が 出 力 さ れ て い る 間 、 前 記 制 御 信 号 を 前 記
駆 動 手 段 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 生 体 情 報 送 信 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 信 号 生 成 回 路 は 、 前 記 生 体 検 出 信 号 の 所 定 方 向 エ ッ ジ に 応 答 し て 前 記 制 御 信 号
を 出 力 す る と 共 に 、 前 記 生 体 検 出 信 号 が 出 力 さ れ て い る 間 、 前 記 分 周 手 段 の 各 出 力 信 号 の
所 定 方 向 エ ッ ジ に 応 答 し て 前 記 制 御 信 号 を 出 力 す る こ と に よ り 、 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ
ル が 下 降 し て い る と き に 前 記 制 御 信 号 を 前 記 駆 動 手 段 に 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ 記 載 の 生 体 情 報 送 信 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 圧 比 較 器 は 、 前 記 駆 動 信 号 を 所 定 分 圧 比 で 分 圧 し て 出 力 す る 第 １ 分 圧 回 路 と 、 前
記 第 １ 分 圧 回 路 と 同 じ 分 圧 比 で 電 源 電 圧 を 分 圧 し て 出 力 す る 第 ２ 分 圧 回 路 と 、 前 記 第 １ 分
圧 回 路 及 び 第 ２ 分 圧 回 路 の 出 力 信 号 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 比 較 回 路
と を 備 え て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の 生 体 情 報 送 信 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 電 池 を 有 し 、 前 記 電 池 を 電 源 と し て 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ
か 一 に 記 載 の 生 体 情 報 送 信 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 心 拍 等 の 生 体 信 号 を 検 出 し て 送 信 す る 生 体 情 報 送 信 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 心 拍 、 脈 拍 、 歩 数 等 の 人 の 生 体 情 報 を 測 定 す る 生 体 情 報 測 定 装 置 が 開 発 さ れ
て い る 。
　 例 え ば 、 生 体 情 報 測 定 装 置 の 一 種 で あ る 心 拍 計 と し て 、 生 体 信 号 で あ る 心 拍 信 号 を 検 出
し て 対 応 す る 生 体 情 報 信 号 を 無 線 送 信 す る 生 体 情 報 送 信 機 を 、 チ ェ ス ト ベ ル ト に よ っ て 被
測 定 者 の 胸 に 圧 接 し た 状 態 で 装 着 し 、 前 記 生 体 情 報 を 腕 時 計 形 状 の 生 体 情 報 受 信 機 に よ っ
て 受 信 し 、 前 記 心 拍 値 の 表 示 等 を 行 う よ う に し た 心 拍 計 が 開 発 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 心 拍 計 用 送 信 機 で は 、 心 拍 信 号 に 同 期 す る バ ー ス ト 信 号 を 発 生 さ せ 、 バ ー ス ト 信
号 形 式 に よ っ て 心 拍 信 号 を 送 信 す る よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 一 般 に 、 前 記 生 体 情 報 送 信 機 は 電 池 駆 動 で あ り 省 電 力 化 の た め に 、 前 記 バ ー ス ト 信 号 を
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発 生 す る 際 、 共 振 回 路 に よ る 自 由 振 動 を 利 用 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 、 バ ー ス ト 信 号 に よ っ て 心 拍 情 報 を 送 信 す る 従 来 の 生 体 情 報 送 信 機 の ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 図 ５ に お い て 、 生 体 情 報 送 信 機 は 、 心 臓 の 拍 動 時 に 生 じ る 心 拍 信 号 を 取 り 出 す 電
極 ５ ０ １ 、 電 極 ５ ０ １ か ら の 心 拍 信 号 を 増 幅 し 心 臓 の 拍 動 に 同 期 し て 所 定 時 間 幅 の 心 拍 検
出 信 号 を 出 力 す る 心 拍 検 出 回 路 ５ ０ ２ 、 コ ン デ ン サ （ Ｃ ） 及 び 抵 抗 （ Ｒ ） を 有 し 所 定 周 波
数 で 発 振 す る Ｃ Ｒ 発 振 回 路 ５ ０ ３ 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ 、 ア ン テ ナ 用 コ イ ル 及 び コ ン
デ ン サ に よ っ て 構 成 さ れ た 共 振 回 路 を 有 す る ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ の タ イ ミ ン グ 図 に 示 す よ う に 、 電 極 ５ ０ １ が 心 臓 の 拍 動 時 に 生 じ る 心 拍 信 号 を 取 り
出 し 、 心 拍 検 出 回 路 ５ ０ ２ は 、 電 極 ５ ０ １ か ら の 心 拍 信 号 を 増 幅 し 心 臓 の 拍 動 に 同 期 す る
所 定 時 間 幅 （ 例 え ば 約 １ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ ） の ロ ー レ ベ ル 信 号 で あ る 心 拍 検 出 信 号 Ａ を 出 力 す る
。 Ｃ Ｒ 発 振 回 路 ５ ０ ３ は 、 心 拍 検 出 信 号 Ａ が 出 力 さ れ て い る 間 、 発 振 動 作 を 行 う 。 Ｃ Ｒ 発
振 回 路 ５ ０ ３ は 、 発 振 周 波 数 が 所 定 周 波 数 （ 例 え ば 、 １ ． ２ ５ ｋ Ｈ ｚ ） で 、 ハ イ レ ベ ル 時
間 が 所 定 幅 （ 例 え ば 、 １ ０ ０ μ ｓ ｅ ｃ ） の パ ル ス 信 号 で あ る 制 御 信 号 Ｂ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ は 、 Ｃ Ｒ 発 振 回 路 ５ ０ ３ が 出 力 す る 制 御 信 号 Ｂ に 応 答 し て 、 ア
ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ を 間 欠 駆 動 す る 。 ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ で は 、 ア ン テ ナ コ イ ル 及 び コ ン デ
ン サ に よ っ て 構 成 さ れ た Ｌ Ｃ 共 振 回 路 が 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ か ら の 駆 動 信 号 Ｆ に よ
る 駆 動 に よ っ て 励 起 さ れ 、 駆 動 後 は 自 由 振 動 し な が ら 徐 々 に 信 号 レ ベ ル が 減 衰 す る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｒ 発 振 回 路 ５ ０ ３ が 出 力 す る 制 御 信 号 Ｂ に よ る 間 欠 駆 動 制 御 に よ
っ て 、 駆 動 信 号 Ｆ の 振 幅 が 小 さ く な る 前 に ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ の 駆 動 を 繰 り 返 す こ と で 、
心 拍 信 号 に 対 応 す る 所 定 周 波 数 （ 例 え ば 、 ５ ｋ Ｈ ｚ ） の バ ー ス ト 信 号 形 式 の 生 体 情 報 信 号
を 低 消 費 電 力 で 無 線 出 力 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ７ は 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ 及 び ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ の 詳 細 回 路 図 で あ り 、 図 ５ と
同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
　 図 ７ に お い て 、 抵 抗 Ｒ ｂ 及 び ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ は ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ を 構 成 し 、 ア
ン テ ナ 用 コ イ ル Ｌ と コ ン デ ン サ Ｃ か ら 成 る 共 振 回 路 、 抵 抗 Ｒ ｐ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ ｐ は ア ン
テ ナ 回 路 ５ ０ ５ を 構 成 し て い る 。 尚 、 抵 抗 Ｒ ｐ は 電 流 制 限 用 の 保 護 抵 抗 で あ り 又 、 コ ン デ
ン サ Ｃ ｐ は 平 滑 コ ン デ ン サ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｃ Ｒ 発 振 回 路 ５ ０ ３ か ら ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ に 制 御 信 号 Ｂ が 入 力 さ れ る と 、 ト ラ ン
ジ ス タ Ｔ ｒ が オ ン と な り 、 コ イ ル Ｌ に 電 流 が 流 れ 、 心 拍 信 号 に 対 応 す る バ ー ス ト 信 号 形 式
の 生 体 情 報 信 号 が 、 コ イ ル Ｌ か ら 無 線 に よ っ て 生 体 情 報 受 信 機 （ 図 示 せ ず ） に 送 信 さ れ る
。
　 し か し な が ら 、 Ｃ Ｒ 発 振 回 路 ５ ０ ３ の 発 振 周 波 数 と 、 ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ を 構 成 す る 前
記 Ｌ Ｃ 共 振 回 路 の 共 振 周 波 数 と が 、 各 回 路 を 構 成 す る 部 品 の 公 差 等 に よ り 、 双 方 と も 関 連
無 く ば ら つ く 。 ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ の 駆 動 電 圧 が 上 昇 し て い る 間 は 、 ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５
に は 電 源 Ｖ ｃ ｃ か ら 接 地 電 位 方 向 へ 電 流 が 増 加 し 、 電 源 Ｖ ｃ ｃ か ら の 流 入 電 流 が 増 加 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の た め 、 ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ の 駆 動 信 号 Ｆ の 電 圧 が 上 昇 し て い る タ イ ミ ン グ で 、 Ｃ Ｒ
発 振 回 路 ５ ０ ３ が 制 御 信 号 Ｂ を ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ に 供 給 す る と 、 図 ８ に 示 す よ う に
、 コ ン デ ン サ Ｃ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ ｐ を 介 し て コ イ ル Ｌ に 電 流 Ｉ 9が 流 れ る の み な ら ず 、 電
源 Ｖ ｃ ｃ か ら コ イ ル Ｌ を 介 し て 接 地 電 位 方 向 へ 流 れ る 電 流 Ｉ 8が 増 加 す る た め 、 生 体 情 報
信 号 を 無 線 送 信 す る 際 の 消 費 電 力 が 大 き く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 平 ８ － ５ ０ ５ ３ ０ ８ 号 公 報 の 第 ３ 頁 ～ 第 ６ 頁 、 図 １ 、 図 ２
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 成 さ れ た も の で 、 生 体 情 報 信 号 を 無 線 送 信 す る 際 の 消 費 電
力 を 低 減 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 生 体 信 号 を 検 出 し て 対 応 す る 生 体 検 出 信 号 を 出 力 す る 生 体 信 号 検 出 手
段 と 、 ア ン テ ナ 回 路 を 駆 動 信 号 に よ っ て 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、 前 記 駆 動 手 段 に よ る 駆 動 に
よ っ て 前 記 生 体 検 出 信 号 に 対 応 す る 生 体 情 報 信 号 を 無 線 出 力 す る 前 記 ア ン テ ナ 回 路 と 、 前
記 駆 動 手 段 が 前 記 ア ン テ ナ 回 路 を 駆 動 す る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有 す る 生 体 情 報 送
信 機 に お い て 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル が 下 降 し て い る と き に 前 記 ア
ン テ ナ 回 路 を 駆 動 す る よ う に 前 記 駆 動 手 段 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 送 信 機 が
提 供 さ れ る 。
　 制 御 手 段 は 、 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル が 下 降 し て い る と き に ア ン テ ナ 回 路 を 駆 動 す る よ う
に 駆 動 手 段 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 駆 動 信 号 と 所 定 基 準 レ ベ ル と を 比 較 し て 前 記 駆 動 信 号 の
信 号 レ ベ ル に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 電 圧 比 較 器 と 、 前 記 電 圧 比 較 器 の 出 力 信 号 を 所 定 分 周
比 で 分 周 す る 分 周 手 段 と 、 前 記 分 周 手 段 の 出 力 信 号 に 応 答 し て 、 前 記 駆 動 手 段 が 前 記 駆 動
信 号 を 出 力 す る よ う に 制 御 す る た め の 制 御 信 号 を 出 力 す る 制 御 信 号 生 成 回 路 を 備 え て 成 り
、 前 記 制 御 信 号 生 成 回 路 は 、 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ ル が 下 降 し て い る と き に 前 記 制 御 信
号 を 前 記 駆 動 手 段 に 出 力 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 生 体 信 号 検 出 手 段 は 、 前 記 生 体 信 号 を 検 出 し て 所 定 時 間 幅 の 生 体 検 出 信 号 を
出 力 し 、 前 記 制 御 信 号 生 成 回 路 は 、 前 記 生 体 検 出 信 号 が 出 力 さ れ て い る 間 、 前 記 制 御 信 号
を 前 記 駆 動 手 段 に 出 力 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
　 ま た 、 前 記 制 御 信 号 生 成 回 路 は 、 前 記 生 体 検 出 信 号 の 所 定 方 向 エ ッ ジ に 応 答 し て 前 記 制
御 信 号 を 出 力 す る と 共 に 、 前 記 生 体 検 出 信 号 が 出 力 さ れ て い る 間 、 前 記 分 周 手 段 の 各 出 力
信 号 の 所 定 方 向 エ ッ ジ に 応 答 し て 前 記 制 御 信 号 を 出 力 す る こ と に よ り 、 前 記 駆 動 信 号 の 信
号 レ ベ ル が 下 降 し て い る と き に 前 記 制 御 信 号 を 前 記 駆 動 手 段 に 出 力 す る よ う に 構 成 し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 電 圧 比 較 器 は 、 前 記 駆 動 信 号 を 所 定 分 圧 比 で 分 圧 し て 出 力 す る 第 １ 分 圧 回 路
と 、 前 記 第 １ 分 圧 回 路 と 同 じ 分 圧 比 で 電 源 電 圧 を 分 圧 し て 出 力 す る 第 ２ 分 圧 回 路 と 、 前 記
第 １ 分 圧 回 路 及 び 第 ２ 分 圧 回 路 の 出 力 信 号 を 比 較 し 、 比 較 結 果 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る 比
較 回 路 と を 備 え て 成 る よ う に 構 成 し て も よ い 。
　 ま た 、 電 池 を 有 し 、 前 記 電 池 を 電 源 と し て 動 作 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 無 線 送 信 動 作 に よ る 消 費 電 力 を 低 減 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 情 報 送 信 機 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 本 発 明 の 実 施
の 形 態 は 、 生 体 情 報 送 信 機 と し て 、 心 拍 信 号 に 対 応 す る バ ー ス ト 信 号 形 式 の 生 体 情 報 信 号
を 無 線 送 信 す る 心 拍 計 用 送 信 機 の 例 で 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 心 拍 計 用 送 信 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に お い て
、 心 拍 計 用 送 信 機 は 、 生 体 信 号 で あ る 被 測 定 者 の 心 拍 信 号 を 取 り 出 す 電 極 １ ０ １ 、 電 極 １
０ １ か ら の 前 記 信 号 を 増 幅 し 心 臓 の 拍 動 に 同 期 す る 所 定 時 間 幅 の 生 体 検 出 信 号 を 出 力 す る
心 拍 検 出 回 路 １ ０ ２ 、 心 拍 検 出 回 路 １ ０ ２ か ら の 生 体 検 出 信 号 に 応 答 し て 制 御 信 号 を 生 成
す る 制 御 信 号 生 成 回 路 １ ０ ３ 、 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ を 駆 動 信 号 に よ っ て 駆 動 す る ア ン テ ナ
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駆 動 回 路 １ ０ ４ 、 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ 、 電 圧 比 較 器 １ ０ ６ 及 び パ ル ス 計 数 回 路 １ ０ ７ を 備
え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ 及 び ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ の 回 路 構 成 自 体 は 、 各 々 、 図 ７ に 示 し
た ア ン テ ナ 駆 動 回 路 ５ ０ ４ 及 び ア ン テ ナ 回 路 ５ ０ ５ の 構 成 と 同 一 で あ る 。 即 ち 、 ア ン テ ナ
駆 動 回 路 １ ０ ４ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ 及 び ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ の ベ ー ス に 接 続 さ れ た 入 力 抵
抗 Ｒ ｂ を 備 え て い る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ は 、 ア ン テ ナ 用 コ イ ル Ｌ と コ ン デ ン サ Ｃ
に よ っ て 構 成 し た 共 振 回 路 、 電 流 制 限 を 行 う 保 護 抵 抗 Ｒ ｐ 及 び 平 滑 コ ン デ ン サ Ｃ ｐ を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 電 極 １ ０ １ 及 び 心 拍 検 出 回 路 １ ０ ２ は 、 生 体 信 号 を 検 出 し て 対 応 す る 生 体 検 出 信 号
を 出 力 す る 生 体 信 号 検 出 手 段 を 構 成 し 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ は ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ を
駆 動 信 号 に よ っ て 駆 動 す る 駆 動 手 段 を 構 成 し 、 制 御 信 号 生 成 回 路 １ ０ ３ 、 電 圧 比 較 回 路 １
０ ６ 及 び パ ル ス 計 数 回 路 １ ０ ７ は 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ が ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ を 駆 動
す る よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 を 構 成 し て い る 。 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 駆 動 信 号 の 信 号 レ ベ
ル が 下 降 し て い る と き に ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ を 駆 動 す る よ う に ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ を
制 御 す る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ は 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ に よ る 駆 動 に よ っ て 前
記 共 振 回 路 が 励 起 さ れ て 、 生 体 信 号 に 対 応 す る 生 体 情 報 信 号 を 無 線 出 力 し た 後 、 信 号 レ ベ
ル が 徐 々 に 減 衰 す る よ う に 動 作 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ 、 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ 及 び 電 圧 比 較 器 １ ０ ６ の 詳 細 回
路 図 で あ り 、 図 １ と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
　 電 圧 比 較 器 １ ０ ６ は 、 抵 抗 Ｒ 21、 Ｒ 22、 Ｒ 23、 Ｒ 24、 Ｒ 25及 び 演 算 増 幅 器 Ｏ Ｐ を 備 え て
い る 。 増 幅 器 Ｏ Ｐ の 負 入 力 部 に は 抵 抗 Ｒ 21と 抵 抗 Ｒ 22と に よ っ て 所 定 分 圧 比 で 分 圧 し た 信
号 が 入 力 さ れ 又 、 増 幅 器 Ｏ Ｐ の 正 入 力 部 に は 抵 抗 Ｒ 23と 抵 抗 Ｒ 24と に よ っ て 前 記 所 定 分 圧
比 と 同 一 分 圧 比 で 分 圧 し た 信 号 が 入 力 さ れ る 。 抵 抗 Ｒ 21及 び 抵 抗 Ｒ 22は ア ン テ ナ 回 路 １ ０
５ の 出 力 信 号 を 所 定 分 圧 比 で 分 圧 す る 第 １ 分 圧 回 路 を 構 成 し 、 又 、 抵 抗 Ｒ 23及 び 抵 抗 Ｒ 24
は 前 記 １ 分 圧 回 路 と 同 じ 分 圧 比 で 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ を 分 圧 す る 第 ２ 分 圧 回 路 を 構 成 し て い る
。
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４
は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 図 １ ～ 図 ４ を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 動 作 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 極 １ ０ １ が 人 体 の 心 拍 信 号 を 取 り 出 し 、 心 拍 検 出 回 路 １ ０ ２ は 、
電 極 １ ０ １ か ら の 前 記 信 号 を 増 幅 し 心 臓 の 拍 動 に 同 期 し た 所 定 時 間 幅 （ 例 え ば 約 １ ０ ｍ ｓ
ｅ ｃ ） の ロ ー レ ベ ル 信 号 で あ る 生 体 検 出 信 号 Ａ を 出 力 す る 。 制 御 信 号 生 成 回 路 １ ０ ３ は 、
生 体 検 出 信 号 Ａ の 所 定 方 向 エ ッ ジ （ 本 実 施 の 形 態 で は 立 ち 下 が り エ ッ ジ ） に 応 答 し て 、 所
定 時 間 幅 の パ ル ス 信 号 で あ る 制 御 信 号 Ｂ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ で は 、 抵 抗 Ｒ ｂ を 介 し て 入 力 さ れ た 制 御 信 号 Ｂ の 所 定 方 向 エ ッ
ジ （ 本 実 施 の 形 態 で は 立 ち 上 が り エ ッ ジ ） に 応 答 し て ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ が ア ン テ ナ 回 路 １
０ ５ を オ ン 状 態 に 駆 動 し 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ ｒ は 制 御 信 号 Ｂ が ハ イ レ ベ ル の 間 、 オ ン 状 態 に
維 持 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ は ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ に よ り 、 駆 動 信 号 Ｆ で 示 す
電 圧 の 信 号 に よ っ て 駆 動 さ れ る 。 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ で は 、 駆 動 信 号 Ｆ に よ る 駆 動 に よ っ
て コ イ ル Ｌ に 電 流 が 流 れ 、 心 拍 信 号 に 対 応 す る バ ー ス ト 信 号 形 式 の 生 体 情 報 信 号 を 生 成 す
る 。 こ の よ う に し て 、 ア ン テ ナ 用 コ イ ル Ｌ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ に よ っ て 構 成 さ れ た 共 振 回 路
を 励 起 す る こ と に よ る 自 由 振 動 を 利 用 し て 、 バ ー ス ト 信 号 形 式 の 生 体 情 報 信 号 を 生 成 す る
。 ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ が 生 成 し た 前 記 生 体 情 報 信 号 は 、 無 線 に よ り 生 体 情 報 受 信 機 （ 図 示
せ ず ） に 向 け て 出 力 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 電 圧 比 較 器 １ ０ ６ は 、 駆 動 信 号 Ｆ を 所 定 電 圧 レ ベ ル の 基 準 信 号 と 比 較 し 、 前 記 比
較 結 果 に 応 じ た 比 較 結 果 信 号 Ｄ （ 駆 動 信 号 Ｆ が 前 記 所 定 基 準 信 号 以 下 の 電 圧 レ ベ ル の と き
に ハ イ レ ベ ル で 、 駆 動 信 号 Ｆ が 前 記 所 定 基 準 信 号 を 超 え る 電 圧 レ ベ ル の と き に ロ ー レ ベ ル
の 信 号 ） を 出 力 す る 。 即 ち 、 増 幅 器 Ｏ Ｐ は 、 駆 動 信 号 Ｆ を 前 記 第 １ 分 圧 回 路 に よ っ て 分 圧
し た 信 号 と 、 電 源 電 圧 Ｖ ｃ ｃ を 前 記 第 ２ 分 圧 回 路 に よ っ て 分 圧 し た 信 号 と を 比 較 し て 、 前
記 第 １ 分 圧 回 路 の 信 号 が 前 記 第 ２ 分 圧 回 路 の 信 号 以 下 の 電 圧 レ ベ ル の と き に ハ イ レ ベ ル で
、 前 記 第 １ 分 圧 回 路 の 信 号 が 前 記 第 ２ 分 圧 回 路 の 信 号 を 超 え る 電 圧 レ ベ ル の と き に ロ ー レ
ベ ル の 比 較 結 果 信 号 Ｄ を 出 力 す る 。 こ れ に よ り 、 比 較 結 果 信 号 Ｄ の 所 定 方 向 エ ッ ジ （ 本 実
施 の 形 態 で は 立 ち 上 が り エ ッ ジ ） は 、 前 記 駆 動 信 号 Ｆ の 電 圧 レ ベ ル が 下 降 し て い る 状 態 に
対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 パ ル ス 計 数 回 路 １ ０ ７ は 、 比 較 結 果 信 号 Ｄ の 前 記 所 定 方 向 エ ッ ジ （ 本 実 施 の 形 態 で は 立
ち 上 が り エ ッ ジ ） を ２ 個 計 数 す る 毎 に 、 信 号 レ ベ ル が 反 転 す る 信 号 Ｅ を 出 力 す る 。 即 ち 、
パ ル ス 計 数 回 路 １ ０ ７ は 、 分 周 手 段 と し て 機 能 し て 、 比 較 結 果 信 号 Ｄ を １ ／ ２ 分 周 し た 信
号 Ｅ を 出 力 す る 。
　 制 御 信 号 生 成 回 路 １ ０ ３ は 、 心 拍 検 出 回 路 １ ０ ２ か ら の 生 体 検 出 信 号 Ａ が ロ ー レ ベ ル の
状 態 で 、 パ ル ス 計 数 回 路 １ ０ ７ か ら 出 力 さ れ る 信 号 Ｅ の 各 所 定 方 向 エ ッ ジ （ 本 実 施 の 形 態
で は 立 ち 下 が り エ ッ ジ ） に 応 答 し て 、 制 御 信 号 Ｂ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ は 、 前 述 し た 如 く し て 、 各 制 御 信 号 Ｂ に 応 答 し て ア ン テ ナ 回 路
１ ０ ５ を 駆 動 す る 。 こ れ に よ り 、 コ イ ル Ｌ か ら 、 心 拍 信 号 に 対 応 す る バ ー ス ト 信 号 形 式 の
生 体 情 報 信 号 が 無 線 出 力 さ れ る 。
　 こ の と き 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 制 御 信 号 生 成 回 路 １ ０ ３ は 、 駆 動 信 号 Ｆ の 電 圧 レ ベ ル が
下 降 し て い る と き に ア ン テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ に 制 御 信 号 Ｂ を 供 給 す る 。 し た が っ て 、 ア ン
テ ナ 駆 動 回 路 １ ０ ４ は 制 御 信 号 Ｂ に 応 答 し て 、 駆 動 信 号 Ｆ の 電 圧 レ ベ ル が 下 降 し て い る と
き に ア ン テ ナ 回 路 １ ０ ５ の 駆 動 を 再 開 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 源 Ｖ ｃ ｃ か ら は 抵 抗 Ｒ ｐ を 介 し て コ ン デ ン サ Ｃ ｐ に 電
流 Ｉ 1が 流 れ る 一 方 で 、 コ イ ル Ｌ に は コ ン デ ン サ Ｃ 及 び コ ン デ ン サ Ｃ ｐ を 介 し て 電 流 Ｉ 2が
流 れ る 。 電 源 Ｖ ｃ ｃ か ら コ ン デ ン サ Ｃ ｐ に 流 れ る 電 流 Ｉ 1は 小 さ く 又 、 コ イ ル Ｌ に 流 れ る
電 流 Ｉ 2の 大 部 分 は コ ン デ ン サ Ｃ ｐ の 充 電 電 荷 に よ る も の で あ る 。
　 し た が っ て 、 コ イ ル Ｌ に 流 れ る 電 流 を 低 減 で き る た め 、 電 源 Ｖ ｃ ｃ の 消 費 電 力 を 低 減 す
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 尚 、 コ イ ル Ｌ に 流 れ る 電 流 が 低 減 す る に も 拘 わ ら ず 、 コ イ ル Ｌ か ら 出 力 さ れ る 生 体 情 報
信 号 の レ ベ ル は 大 き く な る 。 こ れ は 、 電 源 と し て 電 池 を 使 用 し て お り 、 そ の 内 部 イ ン ピ ー
ダ ン ス の 影 響 に よ る も の と 解 さ れ る 。
　 前 記 実 施 の 形 態 で は 心 拍 計 用 送 信 機 の 例 で 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 周 期 的 に 発 生
す る 生 体 信 号 を 検 出 し て 無 線 出 力 す る 各 種 生 体 情 報 送 信 機 に 適 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 心
拍 以 外 に も 脈 拍 や 歩 行 を 検 出 し て 無 線 送 信 す る 生 体 情 報 送 信 機 に も 好 適 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 心 拍 計 の み な ら ず 、 脈 拍 計 や 歩 数 計 等 、 人 の 心 拍 、 脈 拍 、 歩 行 等 の 生 体 信 号 を 検 出 し て
送 信 す る 生 体 情 報 送 信 機 に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 情 報 送 信 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 情 報 送 信 機 の 部 分 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 情 報 送 信 機 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 情 報 送 信 機 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 生 体 情 報 送 信 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 生 体 情 報 送 信 機 の タ イ ミ ン グ 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 生 体 情 報 送 信 機 の 部 分 回 路 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 生 体 情 報 送 信 機 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０ １ ・ ・ ・ 生 体 信 号 検 出 手 段 を 構 成 す る 電 極
１ ０ ２ ・ ・ ・ 生 体 信 号 検 出 手 段 を 構 成 す る 心 拍 検 出 回 路
１ ０ ３ ・ ・ ・ 制 御 手 段 を 構 成 す る 制 御 信 号 生 成 回 路
１ ０ ４ ・ ・ ・ 駆 動 手 段 を 構 成 す る ア ン テ ナ 駆 動 回 路
１ ０ ５ ・ ・ ・ ア ン テ ナ 回 路
１ ０ ６ ・ ・ ・ 制 御 手 段 を 構 成 す る 電 圧 比 較 器
１ ０ ７ ・ ・ ・ 制 御 手 段 を 構 成 す る パ ル ス 計 数 回 路
Ｒ 21、 Ｒ 22・ ・ ・ 第 １ 分 圧 回 路 を 構 成 す る 抵 抗
Ｒ 23、 Ｒ 24・ ・ ・ 第 ２ 分 圧 回 路 を 構 成 す る 抵 抗
Ｃ ・ ・ ・ 共 振 回 路 を 構 成 す る ア ン テ ナ 用 コ ン デ ン サ
Ｌ ・ ・ ・ 共 振 回 路 を 構 成 す る ア ン テ ナ 用 コ イ ル
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线电路105的电容器C的谐振电路。 从天线线圈L无线输出与心跳信号相
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